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東京地評第２５回定期大会告示

議長 矢吹義則
［日時］９月２７日（日）１０時開会
［会場］『大田区産業プラザ Pio』

大田区南蒲田１―２０―２０

東
京
地
評
・
東
京
春
闘
は

審
議
会
に
対
し
「
生
計
費
に

か
な
う
時
間
給
2
0
0
0
円

の
実
現
」
を
求
め
て
7
月
29

日
、
31
日
、
8
月
4
日
、
5

日
と
4
回
に
渡
り
、
東
京
労

働
局
前
で
の
宣
伝
と
傍
聴
行

動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

マ
イ
ク
を
握
っ
た
伊
藤
さ

ん
（
新
宿
区
労
連
）
は
「
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た

め
に
は
、
生
計
費
に
見
合
う

最
低
賃
金
額
2
0
0
0
円
の

実
現
が
必
要
。
小
零
細
事
業

者
の
事
業
活
動
を
支
え
る
た

め
に
は
大
企
業
・
発
注
元
に

対
す
る
価
格
転
嫁
へ
の
指
導

と
支
援
、
規
制
を
作
る
必
要

が
あ
る
。
」、
柳
沢
さ
ん（
印

刷
関
連
ユ
ニ
オ
ン
）
は
「
低

水
準
の
目
安
額
は
政
府
・
財

界
の
意
向
に
沿
っ
た
も
の
で

労
働
者
の
暮
ら
し
に
向
き
合

っ
て
い
な
い
。
国
民
を
無
視

し
た
定
額
目
安
額
に
反
対
」

と
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

白
滝
さ
ん（
Ｃ
Ｕ
東
京
）は
、

「
東
京
が
54
円
で
地
方
が
56

円
、
こ
の
差
の
理
由
が
分
か

ら
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
地

域
間
格
差
解
消
で
し
ょ
う

か
。
大
き
な
お
世
話
で
す
。

東
京
の
暮
ら
し
も
日
々
悪
化

し
て
い
ま
す
。
地
域
間
格
差

解
消
な
ら
全
国
一
律
制
度
に

す
べ
き
だ
」
と
最
賃
法
の
矛

盾
を
指
弾
し
ま
し
た
。

審
議
会
冒
頭
で
は
、
東
京

労
働
局
長
が
骨
太
方
針
に
掲

げ
ら
れ
た
最
低
賃
金
1
5
0

0
円
の
達
成
時
期
の
先
送
り

に
ふ
れ
、
「
東
京
都
最
低
賃

金
額
改
定
に
つ
い
て
、
こ
れ

ら
に
配
意
し
た
審
議
」
を
求

め
目
安
引
上
げ
を
け
ん
制
す

る
場
面
も
。
地
評
は
答
申
で

出
さ
れ
た
額
の
再
考
を
求
め

異
議
申
出
を
行
う
と
と
も

に
、
10
月
1
日
か
ら
約
2
週

間
の
最
賃
改
定
ゾ
ー
ン
宣
伝

を
設
け
て
、
改
定
額
の
周
知

と
、全
国
一
律
制
の
創
設
、さ

ら
に
は
最
賃
2
0
0
0
円
の

実
現
を
広
く
都
民
に
知
ら
せ

る
行
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
目
安
額
54
円
を
受
け
、
東

京
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
7
月
29
日
か
ら
議
論
を
行

い
8
月
5
日
に
目
安
額
と
同
額
54
円
の
引
上
げ
、
1
2

8
0
円
を
答
申
し
ま
し
た
。
地
評
の
2
0
2
6
年
版
生

計
費
『
再
計
算
』
で
は
20
代
単
身
者
で
1
9
9
7
円
が

必
要
と
の
結
果
が
出
て
お
り
、
暮
ら
し
改
善
に
は
程
遠

い
改
定
に
な
り
ま
す
。

全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘

委
員
会
は
7
月
24
日
、
都
内

で
公
務
員
賃
金
の
大
幅
引
き

上
げ
等
を
求
め
る
中
央
行
動

を
展
開
し
約
4
0
0
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
秋
山
全
労
連

議
長
は
、
「
昨
年
の
人
事
院

勧
告
で
は
全
世
代
の
職
員
を

対
象
に
平
均
1
万
5
千
円
の

賃
金
引
き
上
げ
を
実
現
し

た
。
要
求
を
積
み
重
ね
て
き

た
成
果
で
あ
り
、
引
き
続
き

大
幅
賃
上
げ
の
実
現
を
め
ざ

そ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

東
京
自
治
労
連
・
福
島
副

委
員
長
が
、
60
歳
を
超
え
て

も
同
じ
業
務
を
担
う
職
員
の

給
与
が
7
割
水
準
に
引
き
下

げ
ら
れ
て
い
る
現
状
を
訴

え
、
①
55
歳
以
降
の
昇
給
停

止
措
置
の
廃
止
、
②
60
歳
超

職
員
の
給
与
7
割
水
準
措
置

の
廃
止
、
③
再
任
用
職
員
へ

の
一
時
金
の
満
額
支
給
を
求

め
る
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

同
日
、
人
事
院
に
対
し
、
公

務
員
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

を
求
め
る
7
万
7
2
7
1
筆

の
署
名
を
提
出
し
ま
し
た
。

7
月
17
日
、
東
京
地
評
青

年
協
は
東
京
地
方
最
低
賃
金

審
議
会
に
対
し
、
意
見
書
を

提
出
し
ま
し
た
。青
年
協
は
、

白
根
副
議
長

（
都
教
組
青
年

部
）
、
千
保
副

議
長
（
Ｃ
Ｕ
東

京
青
年
部
）
、

松
井
事
務
局
長

（
江
東
区
労
連
青
年
部
）
と

事
務
局
の
4
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
意
見
書
で
は
、
①
最

低
賃
金
を
今
す
ぐ
に
1
7
0

0
円
以
上
へ
引
き
上
げ
る
こ

と
、
②
審
議
会
お
よ
び
専
門

部
会
を
原
則
公
開
で
開
催
す

る
こ
と
、
③
中
小
企
業
へ
の

十
分
な
支
援
を
政
府
に
求
め

る
こ
と
、を
要
請
し
ま
し
た
。

東
京
地
評
が
実
施
し
た
最

低
生
計
費
試
算
調
査
に
よ
れ

ば
、
都
内
で
若
者
が
�
人
間

ら
し
く
�
生
活
す
る
に
は
、

月
約
30
万
円
必
要
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
現
在
の

東
京
都
最
低
賃
金
1

2
2
6
円
で
は
、
こ

の
収
入
を
得
る
た
め

に
月
2
4
4
時
間
も

の
労
働
が
必
要
で

す
。
若
者
が
安
心
し

て
自
立
で
き
る
社
会
の
実
現

に
向
け
、
最
低
賃
金
の
大
幅

な
引
き
上
げ
が
必
要
で
す
。

7
月
28
日
夕
刻
、
最
大
震

度
7
の
「
令
和
8
年
熊
本
地

震
」
が
発
生
し
ま
し
た
。
報

道
に
よ
れ
ば
熊
本
県
内
で
は

今
回
の
地
震
で
、
8
月
6
日

午
前
7
時
半
の
時
点
で
、
災

害
関
連
死
の
疑
い
が
あ
る
人

な
ど
を
含
め
て
38
人
が
死
亡

し
、
避
難
所
に
は
6
8
9
9

人
が
避
難
し
て
い
ま
す
。
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら

お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々

や
関
係
者
の
皆
様
に
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

住
宅
被
害
は
1
万
5
3
1

8
棟
、
断
水
も
約
4
万
3
7

1
戸
、
余
震
が
続
く
中
、
酷

暑
も
相
ま
っ
て
被
災
者
の
心

労
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま

す
。
東
京
地
評
は
被
災
者
支

援
を
す
す
め
ま
す
。
救
援
内

容
は
、
全
国
災
対
連
・
全
労

連
な
ど
の
全
国
組
織
な
ど
と

連
携
し
、
設
定
し
ま
す
。
当

面
は
支
援
募
金
を
行
い
ま
す

の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
﹇
関
連
記
事
3
面
﹈

米
国
と
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ

る
イ
ラ
ン
へ
の
武
力
攻
撃
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
な
ど
、
国
連
憲
章
・
国

際
法
を
蹂
躙
す
る
振
る
舞
い

が
相
次
い
で
い
ま
す
。一
方
、

核
兵
器
禁
止
条
約
の
署
名
は

99
ヶ
国
に
達
し
て
い
ま
す
。

世
界
大
会
は
、
被
爆
実
相
を

直
視
し
、
国
連
憲
章
擁
護
と

核
兵
器
廃
絶
の
立
場

に
立
つ
国
や
国
際
機

関
の
代
表
、
核
保
有

・
依
存
国
で
市
民
運

動
に
取
り
組
む
代
表

と
核
兵
器
廃
絶
と
平

和
の
た
め
の
連
帯
と

共
同
の
た
め
、
労
働

組
合
や
市
民
が
結
集

し
ま
し
た
。

生計費に遠い１２８０円生計費に遠い１２８０円
政
府
方
針
の
先
送
り
が
影
響

定価 1部40円（送料別）

世
論
と
か
い
離
し
た
引
上
げ
額

地評青年協

自
立
で
き
る

最
賃
求
め
る

2026年8月15日

278

意
見
書
を
手
交
す
る
千

保
副
議
長
（
右
）

（毎月15日発行）

東京都１０／１新最賃東京都１０／１新最賃

熊
本
大
地
震

支
援
募
金
の
ご
協
力

熊
本
大
地
震

支
援
募
金
の
ご
協
力

震災直後の院内ナースステーション
（提供：全国労災病院労組）

原水爆禁止２６世界大会
大臣の核保有発言に怒り

公
務
員
賃
金
大
幅
引
き
上
げ
へ

企業の支払い能力論偏重は誤りだ
（室井さん・全国一般）

人
事
院
に
７
万
７
２
７
１
筆
７
・
２４
中
央
行
動

広島開会総会には2700人が
参加し全国で506人が視聴

lapaz@chihyo．jp

大幅賃上の実現めざそ
うと気勢をあげる400
人（7月24日、星稜会
館）


